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Cefatrizineに よる小児膿皮症 の治験

高橋 久 ・　金子 修 ・　牧野典子 ・　三輪欣二

帝京大学皮膚科

セ ファロスポ リソ系薬剤 には,皮 膚感染症 の主役 であ

るブ菌 に耐性菌が ほ とん どない点で,感 受性 の検討 を余

り必要 とせず に投与 して,効 果 の発揮 を期待 しうる薬 剤

で あって,と くに重篤化す る夏季 の膿痂疹 な どに使用 し

て,余 り失敗が ない。 今 日その系統 に属 す るCefatri-

zineシ ロップ(S-640P)を 小児皮 膚化膿性疾 患症 例に

使用す る機会を得 たので簡単に報告す る。

投与症例 と投与法

総 計35例 に本剤 を投 与 した。内訳 は膿痂疹22例,

化膿 性汗腺炎4例,〓8例,ブ 菌熱傷症候群1例 であ

る。

投与期間は3日 か ら9日 で,昭 和50年 夏季 の外来患

者 に対 して投与 を行な った。

投与 量は と くに体重に よって規定せず,そ の結果,投

与 量 と臨床効果 の間の関連をの ちに述べ る ように観察す

るこ とがで きた。

効果 の判定 としては,も し適当量,適 当期 間投与を行

な えば,本 剤 は確実 に奏効す るで あろ うこ とを見越 した

上 で,3日 以内に全治すれぽ著効,3日 か ら7日 まで の

間な ら有効,8日 以上を要す る ものをやや 有効 と定めた

が,投 与 に よって も増悪す る例や,治 癒傾 向をみ とめな

い例が あ り,そ れ を無効 とした。

治 療 成 績

膿痂疹22例 中,著 効2例,有 効15例,や や 有効5

例であ った。 また乳幼児頭 部の化膿性汗腺炎(あ せ もの

よ り)4例 では2例 有効,2例 やや有効であ った。痴 は

著効1,有 効4,や や有効1,無 効2例 であ った。 ブ菌

性熱傷症候群には有効で あった(Table1)。

以上を総合す ると,全35例 中著効3例,有 効22例,

やや有効8例,無 効2例 であ った。

副作用は1例 に下痢(No.29)を 認 め た だ け で あ っ

た。

考 按

膿痂 疹は,自 然治癒 の多 い皮膚 の小化膿性 疾患の中で

は,自 然治癒 傾向の少な い疾患 である。 今回22例 の治験

を得 たが,患 者年 齢 と投与量 との関連 をその治療 効果の

点 か ら観察す る と,年 齢が高 い割 に投与 量の少なか った

もの として第5例,第15例,第20例 が あるが,い ちお う

5,6歳 の幼児 に1日150mg投 与で は効果 を収 め うるよ

うであ る。 一般 に膿痂 疹はた とえばCERの 投 与な どで

は3日 で全治す る患者が多 いので,こ の よ うな例 を著効

例 としているが,さ すがに第20例 の よ うに6歳 で1日

量100mgで は効果 は 不充分 といわ ざるを得な い。 い っ

ぼ う,年 齢 に対 して充分な大量 を投与 した第1例,第2

例,第7例,第13例,第21例 な どは短 期間に治効 を発 揮

して,著 効例 もあ るよ うであ る。一 般に膿痂疹で は治療

効果が挙が る と,ま ず,び らん面 の乾燥がみ られ,つ い

で発赤 の消槌 を来 た し,や が て,落 屑を伴 って全治 に至

るの で,そ の経過 をチ ェックすれ ば,薬 効がほぼ推定 で

きる。

なお,一 般 に膿 痂疹の起炎菌 たるImpetigococcus(黄

色ブ菌2群71型 の通 称)は 表在性 のび らんを来たすが,

〓 や〓 には発展 しない ことが多 いので,そ の点で,第8

例の起炎菌はやや種類 を異に して,し た が って,他 症例

とその薬効 の発現経過 を異 にす るよ うであ る。

い っぽ う,こ れ ら膿痂 疹に対 して,〓 はおそ ら く菌 の

種類 も異 な ると考 え られ,投 与量 も多 いのに もかかわ ら

ず,そ の効果は必ず しも満 足すべ きものではない。 また

療 の起 炎菌の黄ブ菌 ではその常在部位が鼻孔 粘膜にあ る

とされ,そ の部位 の菌 を根絶 させなけれ ば,往 々に して

再発 し,ま た〓腫症 の ような多発型 とな るこ とが予想 さ

れ るが,第28例,第30例,第33例 は そのこ とを物 語

っている。すなわ ち,投 与抗生 物質は,病 巣患部 の菌 に

は作用 して,治 癒 させたが,患 者鼻腔 内の菌に までは,

作用が充分 に行 き届かなか った とも考 え られ る。

乳幼児 の頭部 に生ず る化膿性汗腺 炎は排膿 の程度 に よ

り膿瘍治療 の程度 が限定 され るので,そ の治療効果 と薬

剤の効果は必ず しも併行 しな いが,い ちお う,有 効お よ

びやや効力を発揮 してい ると見 てよい。

第35例 のブ菌性 熱傷症候群1)は,表 皮剥離毒産生 ブ

菌 が,咽 頭や鼻腔や 皮膚な どに増殖 し,そ の毒素に よる

1種 の中毒性表皮剥離 を伴 うものであるが,充 分な量を

当初か ら投与す る必要 があ り,今 回 の治療 もいちお う奏

効 してい る。

ま と め

35例 の乳児,幼 児 の皮 膚化膿性疾患 を,Cefatrizine

syrupに より治療 して,著 効3例,有 効22例,や や有

効8例,無 効2例 の結果 を得た。〓 に対 しては膿痂 疹に

対す る よりもよ り大量 の投与 を必要 とす る印象を うけた。

副作用 としては1例 に下 痢をみた。
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な お,今 回 の治 験 に 用 い たCefatrizineは 萬 有 製 薬

(株)か ら提 供 され た もの で あ る°
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TREATMENT OF INFANTILE PYODERMA WITH CEFATRIZINE 
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Thirty-five infants were underwent with cefatrizine syrup treatment for their pyodermas. The 

results revealed 3 cases of excellent, 22 cases of good, 8 cases of fair and 2 cases of no effects. It 

was concluded that more doses are required for the treatment of furuncle and hydroadenitis than for 

the treatment of impetigo. The least dose for the treatment of impetigo was 150mg a day for 6 year 

infant. No side effect was noted other than one case of diarrhoea.


